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文責 校長 廣瀬武史保護者・地域とともに創り上げていく学校をめざして

「一月往ぬる二月逃げる三月去る」 ～あっという間に令和５年度も終わりに近づきました～
早いもので、令和５年度も残り２ヶ月となり、今の学年での登校も３０日を切りました。 学校では、 １年間のまとめや次年度に向

けての準備など、先生方にとってとても忙しい時期になります。“やり残したことはないか？”“あれをやってない！”“これは絶対今
年度中に終わらせないと！！”“提出物は全部出したか？”etc･･･。時間だけがどんどん過ぎて焦
りながら仕事をする、ということを私自身が毎年経験しています。子どもたちにはそんな感覚はあ
まりなく、次の学年へ進級することが楽しみな様子で、春に向けてエンジン全開で過ごしています
が･･･。ただ、６年生は卒業そして中学校入学と一気に突っ走っていかなくてはなりません。するこ
とは多いのですが、小学校生活を最後まで楽しみながら、たくさんの思い出をつくってほしいと思
っています。
そのような時期ですが、本校の先生方は、子どもたちが登校し学校で過ごす間は、普段通りの

教育活動が進められるよう一段とギアを上げながら頑張っていらっしゃいます。 残りの期間も安
心・安全で有意義な学校生活が送れるよう全職員一丸となって取り組んでいきます。保護者の皆
様、そして地域の皆様、引き続き本校教育活動に対してのご支援、ご協力をよろしくお願いしま
す。

１月からの出来事
１／９（火）後期後半スタート・大谷グローブお披露目
ほとんどの子どもたちが元気よく登校してきました。

この日の集会で、１／５に学校に届いた大谷選手から
の寄贈グローブを紹介しました。心待ちにしていた児
童も多かったようです。大谷選手が実践している目標
シートを使い、目標・夢を持つこと、達成するために
「凡事徹底」が大事だと話しました。ぜひお家でも話
題にして下さい。グローブは３日間交代で各クラスで使われています。
１／１６（火）読み聞かせ
今年度２回目の読み聞かせがありました。保護者や地域の方々にも

協力いただき感謝です。子どもたちは、物語の世界に引き込まれてい
ます。
１月中旬～下旬
インフルエンザ、新型コロナウイルスの罹患者が増え、２つのクラ

スが学級閉鎖となりました。先生方のお休みもあり大変でしたが、何
とか乗り切りました。学校で感染が広がる傾向はありませんでしたが、
今後も油断せずに感染予防対策に努めていきましょう。
１／２６（金）授業参観・第４回学校運営協議会
命の大切さについて考える授業を見ていただきました。発達段階に

応じて、自分を大切にする、自分を守る、心と体の成長、生命誕生、
多様性などを学んでいきます。
学校運営協議会の皆様にも参観していただき、本校の教育活動、地

域での子どもたちの様子について情報共有と対策について話し合いま
した。
この日は４年生で「親子でうちわ作り」も行われました。
１／３１（水）３年生小川だこ作り
小川だこ保存会の１０名の方に教えていただきました。絵付けをし

ていたものに竹やたこ糸、尾をつける作業でしたが、悪戦苦闘の末完
成しました。早速運動場で大はしゃぎで飛ばしていました。
１／３１（水）給食まつり
給食週間に合わせ給食委員会主催で開催されました。豆つかみチャ

レンジ、クイズ、読み聞かせなど大盛況でした。
２／２（金）小川中新入生説明会（６年生）
小学校卒業、中学校入学を強く意識したのではないでしょうか!?
２／６（火）新入生体験入学
５年生が大活躍でした。学校って楽しそうだなと思ってくれたら幸

いです。
２／１０（土）ＲＫＫ女子駅伝に本校職員が参加
早川先生を監督に、川端、山中、中村、堀口、髙島のやる気満々女

子ランニング部が参加しました。結果は１３０チーム中３０位。学校
体育研究推進校として、先生たちも頑張ってます！

給食費の残金について
夏休み明けからの給食費の無償化に伴い、

これまで河江小学校で徴収してきた給食費の
残金が１６０万円ほど出ました。これは、毎
年４月の給食を提供するため、次年度の繰り
越し金として毎年残金が発生するためです。
本来なら、繰り越されてきたものであるた

め、現ＰＴＡ会員だけでなくこれまで河江小
学校で給食を食べてきた全家庭に返金しなけ
ればならないものですが、対象者が多く実質
不可能です。
そこで、現ＰＴＡ役員の方々と学校側で協

議し、下記の通り活用案をまとめ、先日現Ｐ
ＴＡ会員に書面で決議を取らせていただきま
した。

書面決議では全保護者の８割の回答があ
り、賛成多数で活用案を承認していただきま
した。学校運営協議会においても、学校に寄
贈ということで承認していただきました。
なお、購入する予定の備品については例と

して示したものであり、限られた予算の中で
はなかなか購入できない高額な備品等を購入
したいと考えています。また、備品購入以外
の使用は考えておりませんし、使い切るまで
毎年ＰＴＡ総会で会計報告をしていきます。
教育活動を充実させるために有効活用してい
くことをお約束します。
お尋ねや詳しく説明を聞きたい等がありま

したら学校までご連絡ください。
（４３－０１０９）

【活用案】
１ 給食残金をＰＴＡ会計に納入し、そ
の後ＰＴＡから残金全額を学校へ寄付
する。

２ 学校は、寄付金を本校児童の教育活
動等に有効活用していく。

〈購入予定〉
※研究発表会に伴う、跳び箱やマッ
ト等の体育備品等

※体育館用電子黒板等


